
 

 

意見等を踏まえた主な論点 

 

 

○ 個人情報の漏えい等防止のための行政措置の実効性及び透明性の確保 

 

 (基本的論点) 

・ 主務大臣の権限行使の根拠 

・ 各業法の法益上の個人情報漏えい等防止の必要性 

 

(特にガイドライン及び行政措置の実効性が求められる分野) 

・ 技術進歩等に対応した安全管理措置 

・ 信用情報の管理(目的外利用禁止、高度の注意義務、信用情報機関) 

・ センシティブ情報の原則取得、利用、第三者提供禁止 

・ 過剰規制 

 

 

 

○ 刑罰を伴う立法の必要性 

 

・ 人格権に関する問題 

・ 個人情報保護法の法目的との関係(情報の有効利用と個人の権利利益の保

護) 

・ 現行法制との関係 

・ 個別分野における刑罰法規(他の分野における利用等) 

・ 業横断的、若しくは統一的な規制のあり方との関係 
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